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前

号

論

文

補

正

宇

佐

美

　

喜

三

八

前

号

の
拙
稿
「
員
淵

の
古

今
集

研
究

に
関
す

る

一
問

題
」
の
中
で
、

三
宅
氏

の

読

を
挙
げ

た
が
、

三
宅
氏

は

「
荷

日
春
満
」

の
中
で
、

「
古

今
集

左
注
論
」

を

在
満

の
作

と
見

る

こ
と
は
否
定

に
傾

い
て
を
ら

れ

る
の
で

あ

っ
て
、

そ

れ

を
在

満

の
著
述
目

録

の
中

に
は
入

れ

て
を
ら

れ
な

い
。

同
氏

は
ま

た

「
賀

茂
員
淵

の

皇

国
学
」

翁
国
語
文

化
」

昭
和

十
七
年

二
月

号
、

後
、

同
氏
著

「
国
学

の
学
的

体

系
」
に
所
牧

）

に
お

い
て
、

「
左
注
論
」

は
主

と
し

て
良
淵

が
書

い
た
も

の
で

あ
ら
う

と
し

て
を
ら

れ

る
。

な

ほ
、

「
偉
蔭

文
学
」
第

二
号

に
書

い
た
拙
稿

の

中
で

も
、

「
野
村

氏

の
論

拠

に
よ

っ
て
は
未

だ

こ
れ

を
員
淵

の
著
作

と
も
決

し

難

い
と
す

る
読
」

と
し

て
、

三
宅
氏

の

「
荷

日
春
満
」

を
護
記

し
た
が
、

前
後

の
文

の
関
係

か
ら
、

三
宅
氏

が
員
淵
論

を
否
定

し

て
を
ら

れ

る
や

う
な
意

味

に

と
れ

る
。

こ
れ
は
私

の
書

き
方

が
粗
漏

で
あ

っ
た
た
め
で
、

三
宅
氏

の
御
意
見

は
右

の
通

り
で
あ

る
。

こ
こ
に
補

正

し

て
三
宅
氏

に
は
謹

ん
で
御

詫
び
す

る
次

第

で
あ

る
。




